
まえがき＝当社は，1959 年神戸第 1高炉の火入れ1）をも
って，銑鋼一貫製鉄所として操業を開始した。最後発で
ある当社の置かれた原料事情を背景としたペレット多配
合操業における中心流操業志向を振返れば，『中心流操
業思想の歴史』2）が思い起こされる。1994 年に館2）は，「中
心流操業思想は，当初は，炉芯の活性化から端を発し，
装入物全体の通気性を問題視することとなり，大型高炉
における装入物の半径方向分布の課題と逆Ｖ型融着帯に
関する知見のもとでその骨格を形成した。こうして，今
日，中心流操業はいわば常態化し，その思想は，完全に
定着した。コークス中心装入法 3）は，直接には，装入物
の炉内での運動に関する研究を契機として生まれたが，
その克
駆動力とするものである。そこには，ペレット多配合操
業に関する神鋼技術者の経験の反映をみる」と技術史観
を残している。
　本稿では，前世紀からの発展を継承したコークス中心
装入法を基盤とした中心流操業志向が，高炉機能強化に
どのように作用してきたのかを俯瞰し，当社の高炉操業
を歴史的・技術的に鳥瞰視し，来るべき高炉操業技術に
向けた視点の一助としたい。

1．当社の高炉操業技術の変遷

　田村 4）は，1984 年の本技者，当社の高炉操業技術の歩みを示す。第Ⅱ期
た。その後，ペレット多配合下における大型化にともな
う操業課題を克服することを目的とし，装入物の炉内で
の運動に関する研究が進められるとともに，中心流の直
接制御手段に対する強い指向を契機としてコークス中心
装入法が，萌芽する第Ⅳ期（黎明期：1983～1987 年）を
迎える。したがって，第Ⅲ期に続く過去20年間の当社高
炉技術の変遷は，以下の 3期に分類できる。
・第Ⅳ期；黎明期（PC多量吹込み操業への移行期：
1983～1987 年）

・第Ⅴ期；革新期（コークス中心装入技術の開始：1988
年～ 1999 年）
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ると評価している22）。
　高炉の不測の停止からの再火入れについては，1995 年
阪神・淡路大震災後の神戸 3高炉の再火入れが記憶に新
しい。国内では，停止した高炉の操業に向けての火入れ
の例はないため，当社技術陣の真価が発揮された。1993



た判断が残っている。
　冒頭の館は，中心流操業において解決されるべき課
題 2）を以下のように看破している。「中心流操業の基本
思想は，
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